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岩
波
文
庫
の ｢

米
欧
回
覧
実
記(
四)｣ 

を
片
手
に
威
尼
西
へ
行
っ
た
。
経

験
十
八
年
の
添
乗
員
さ
ん
曰
く
「
何
で
す
か
、
こ
れ
は
。
変
わ
っ
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
持
っ
て
く
る
人
は
沢
山
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
物
で
街
を
歩
く
お
客

さ
ん
は
初
め
て
で
す
。
何
か
漢
文
み
た
い
で
す
ネ
。
羅
馬
く
ら
い
な
ら
ロ
ー

マ
と
読
め
ま
す
が
、
仏
羅
稜
、
多
加
納
、
米
蘭
、
熱
那(

注
１) 

、
こ
れ
は
お

手
上
げ
で
す
」 

「
威
尼
西
が
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
す
か
、
ち
ょ
っ
と
メ
モ
さ
せ
て

下
さ
い｣ 

「
こ
れ
を
見
る
と
、
使
節
団
一
行
も
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
た
ん
で
し

ょ
う
ね
」 

『
艇
ノ
製
作
奇
異
ナ
リ
、
舳
主
騫
起

じ
く
し
ゅ
け
ん
き

シ
、
艇
底
円
転
ト
シ
テ
、
舳
ニ
屋

根
ア
リ
、
中
に
茵
席

あ
ん
せ
き

ヲ
安
ン
ス
、
棹さ

お

ヲ
打
テ
泛
泛

は
ん
は
ん

ト
シ
テ
往
返
ス
、
身

ヲ
清
明
上
河
ノ
図
中
に
オ
ク
カ
如
シ
、
市
廛
鱗
鱗

し
て
ん
り
ん
り
ん

ト
シ
テ
水
ニ
鑑
ミ
、

空
気
清
ク
、
日
光
爽
ヤ
カ
ニ
、
嵐
翆
水
ヲ
籠
メ
テ
、
晴
波
淪
紋
ヲ
皺し

わ

ム
、

艇
ハ
雲
靄
杳
緲

う
ん
あ
い
よ
う
び
ょ
う

ノ
中
ヲ
ユ
ク
、
飄

飄

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

乎こ

ト
シ
テ
登
仙
ス
ル
カ
如
シ
』 

 

昨
年
十
月
の
例
会
で
泉
三
郎
氏
の
講
演
を
聞
い
て
か
ら
、
私
は
「
米
欧
回

覧
実
記
」
に
酔
っ
て
い
る
。
一
頁
を
め
く
る
毎
に
驚
き
の
連
続
だ
。
こ
れ
ほ

ど
情
報
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
本
は
見
た
こ
と
が
な
い
。 

 

岩
倉
使
節
団
の
足
跡
を
探
り
な
が
ら
丸
五
日
間
歩
き
回
っ
た
。
多
分
、
百

五
十
年
前
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
の
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
は
筆
頭
だ
ろ
う
。
サ
ン
マ
ル
コ
広
場
、
大
鐘
楼
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
な
ど
、

本
に
出
て
い
る
風
景
そ
の
も
の
だ
。 

  

謎
も
残
っ
た
。
一
行
が
泊
ま
っ
た
新
約
克(

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク)

ホ
テ
ル
が
誰

に
訊
い
て
も
判
ら
な
い
。 

 

こ
だ
わ
っ
て
見
て
回
る
と
面
白
い
こ
と
に
遭
遇
す
る
。
サ
ン
マ
ル
コ
広
場

の
図(

左
上)

は
一
体
ど
こ
か
ら
見
た
の
だ
ろ
う
。
コ
の
字
型
に
囲
ま
れ
た
広

場
で
は
手
前
の
博
物
館
部
分
が
邪
魔
に
な
る
。調
べ
て
み
て
や
っ
と
判
っ
た
。

元
々
教
会
が
あ
っ
た
の
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
が
破
壊
し
、
一
八
〇
九
年
に
取
り

壊
さ
れ
て
い
る
。
広
場
の
手
前
は
空
き
地
だ
っ
た
。 

  

鐘
楼
に
登
っ
た
。 

『
中
ニ
傾
斜
ノ
階
ヲ
施
シ
、
三
十
七
面
ニ
テ
鐘
下
ニ
達

ス
』
代
わ
り
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
一
気
に
上
が
れ
る
の
が
、
唯
一
の
違
い

だ
。『
此
日
快
晴
ニ
テ
、
コ
ノ
楼
ニ
登
リ
テ
臨
眺
セ
シ
ニ
、（
中
略
）
当
府
ノ

衆
島
ヲ
水
波
ノ
中
ニ
浮
キ
出
ス
、
景
色
甚
ダ
佳
ナ
リ
』        

（
完
）           

(

注
１) 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、
ト
ス
カ
ー
ナ
、
ミ
ラ
ノ
、
ゼ
ノ
ア 
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二 

実
記
を
片
手
に
リ
ギ
山
へ 

         

２
０
０
８
年
２
月
企
業
Ｏ
Ｂ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
同
人
誌
「
悠
遊
」
第
１
５
号
掲
載 

 

六
月
末
か
ら
、
小
学
校
時
代
の
友
人
夫
妻
と
四
人
で
十
二
日
間
ほ
ど
ス
イ

ス
に
行
っ
た
。
我
が
家
の
二
人
に
は
ス
イ
ス
は
初
め
て
の
旅
だ
っ
た
。
ス
イ

ス
好
き
の
人
た
ち
は
怪
訝
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
私
の
お
目
当
て
は
マ
ッ

タ
ー
ホ
ル
ン
よ
り
も
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
よ
り
も
、
ま
ず
は
リ
ギ
山
だ
。
リ
ギ
山

と
言
っ
て
も
よ
ほ
ど
も
の
好
き
か
、
飽
き
る
ほ
ど
ス
イ
ス
に
行
っ
た
人
で
な

い
と
登
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
山
岳
地
帯
へ
の
入
り
口
に
当
た
る
ル
ツ

ェ
ル
ン
か
ら
船
で
フ
ィ
ア
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
テ
ッ
テ
湖
を
一
時
間
、
ウ
イ
ッ
ツ

ナ
ウ
と
い
う
小
さ
い
町
か
ら
登
山
鉄
道
で
登
っ
た
所
に
あ
る
。
標
高
一
七
五

〇
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
、
四
千
メ
ー
ト
ル
超
の
山
並
の
中
で
は
数
字
を
見
た
だ

け
で
は
特
に
魅
力
は
感
じ
な
い
。 

ス
イ
ス
へ
行
く
な
ら
是
非
と
も
リ
ギ
山
と
考
え
た
理
由
は
、
例
に
よ
っ
て

米
欧
回
覧
実
記
で
あ
る
。 

岩
倉
使
節
団
は
一
八
七
三
年
六
月
十
八
日
ウ
イ
ー
ン
を
出
発
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
経
由
で
首
都
ベ
ル
ン
に
二
十
日
到
着
。
九
日
間
滞
在
後
、
六
月
二
十
九
日
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
向
か
う
。
こ
の
間
、
ス
イ
ス
政
府
は
一
行
を
二
泊
三
日
の
山
岳

地
帯
観
光
に
招
待
す
る
。 

我
一
行
巳
ニ
「
ベ
ロ
ン
」
府
ニ
著
シ
、
大
統
領
ニ
謁
ス
、
接
伴
掛
「
シ
ー

ベ
ル
」
氏
言
フ
、
当
国
ノ
政
府
ハ
冗
費
ヲ
汰
ス
ル
ヲ
勉
ム
、
使
節
ヲ
享
待

ス
ル
、
他
国
ノ
豊
侈
ナ
ル
カ
如
キ
ヲ
得
ス
、
只
当
国
ノ
佳
山
水
ヲ
以
テ
、

其
款
待
ヲ
享
ニ
ア
ツ
ヘ
シ
、
且
南
方
ノ
地
ニ
於
テ
、
新
ニ
架
成
セ
ル
山
路

仰
高
鉄
路
ア
リ
、
人
民
ミ
ナ
使
節
ト
之
ヲ
落
成
セ
ン
ヲ
望
ム
、
請
フ
二
日

ノ
間
ヲ
労
セ
ヨ
、
衆
ミ
ナ
悦
ヒ
従
ン
ヲ
願
フ
、 

 

ベ
ル
ン
を
出
発
し
た
一
行
は
、
鉄
道
、
船
、
馬
車
を
乗
り
継
い
で
ト
ー
ン
、

イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
、
ブ
リ
ュ
ニ
ッ
ヒ
、
サ
ム
ネ
ン
を
経
由
し
て
ル
ツ
ェ
ル

ン
に
入
る
。
途
中
、
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
で
は
遥
か
に
見
え
る
山
岳
地
帯
の

景
色
に
恍
惚
と
し
、
サ
ム
ネ
ン
村
で
は
村
人
た
ち
の
大
歓
迎
を
受
け
る
。
こ

こ
で
ウ
イ
リ
ア
ム
テ
ル
の
話
を
聞
い
て
、
愛
国
心
が
自
由
と
独
立
を
維
持
す

る
原
動
力
で
あ
る
と
久
米
邦
武
は
説
く
。
そ
し
て
出
迎
え
た
ス
イ
ス
大
統
領

等
政
府
要
人
と
共
に
、
船
で
ウ
イ
ッ
ツ
ナ
ウ
に
向
か
う
。 

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
直
接
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
入
っ
た
私
は
、
実
記
を
片
手
に

一
行
に
合
流
し
た
気
分
に
な
っ
て
、
ウ
イ
ッ
ツ
ナ
ウ
行
き
の
定
期
船
に
乗
り

込
ん
だ
。
船
か
ら
の
景
色
は
岩
倉
具
視
や
伊
藤
博
文
た
ち
が
見
た
も
の
と
同

じ
だ
と
、
妙
に
感
慨
に
ふ
け
る
。 

船
ハ
湖
面
ヲ
輾
リ
サ
ル
、
水
濶
ニ
山
峻
ナ
リ
、
時
ニ
一
陣
ノ
細
雨
ス
キ
ル

ニ
逢
フ
、
後
湖
ハ
猶
晴
レ
、
迷
霧
飛
雲
ア
リ
テ
峰
峰
ニ
カ
ヽ
レ
リ
、
遠
眺

ノ
清
朗
ヲ
欠
ケ
ト
モ
、
雲
陰
ノ
変
幻
ニ
テ
、
湖
上
ノ
奇
景
ヲ
得
タ
リ
、 

と
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、
写
真
を
撮
り
ま
く
っ
た
。 

「
ウ
ィ
ツ
ナ
ウ
」ノ
埠
頭
ニ
ハ
、人
家
数
十
戸
ア
リ
、寺
塔
尖
ヲ
抽
ン
テ
、

頗
ル
美
観
ナ
リ
、
此
ニ
「
エ
ル
イ
ッ
キ
」
ノ
蒸
気
車
駅
ア
リ
、
此
処
ノ
鉄

道
、
并
ニ
滊
車
ハ
、
今
度
当
国
ニ
テ
新
ニ
発
明
セ
ル
建
築
ニ
テ
、
山
嶺
ヲ

上
下
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
本
日
ハ
其
落
成
ニ
カ
ヽ
ル 
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実
記
の
銅
版
画
と
比
べ
る
と
、
同
じ
場
所
に
教
会
の
塔
が
あ
り
、
リ
ギ
山
行

き
の
登
山
鉄
道
の
駅
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
余
計
な
説
明
は
不
要
で
あ
る
。

漢
文
訓
読
体
の
出
番
だ
。 

当
処
ノ
勝
景
ハ
、
国
中
ニ
奇
絶
ス
ル
ヲ
以
テ
、
此
ニ
車
路
ヲ
修
メ
、
四
方

ノ
游
人
ヲ
シ
テ
、
高
峰
ニ
上
リ
、
縦
覧
ヲ
快
ク
セ
シ
ム
ル
目
的
ナ
レ
ハ
、

車
ノ
装
置
モ
、
四
面
ミ
ナ
玻
瓈
ニ
テ
眺
望
ヲ
快
ク
セ
リ
、
此
車
ニ
上
リ
テ

山
路
ヲ
輾
リ
上
レ
ハ
、
湖
水
山
峰
ミ
ナ
、
目
下
ニ
落
ツ
、
半
腹
ニ
及
フ
コ

ロ
、
一
ノ
洞
道
ニ
入
ル
、
此
ヲ
出
レ
ハ
、
下
ニ
百
尺
ノ
谷
ア
リ
、
鉄
橋
ヲ

以
テ
谷
ヲ
横
絶
シ
テ
去
ル
、
山
岩
壁
ヲ
削
リ
、
樹
木
踈
踈
ニ
生
シ
、
前
ニ

懸
泉
ア
リ
、
下
ニ
湍
流
ア
リ
、
風
景
壮
ナ
リ
、 

  

リ
ギ
山
山
頂
か
ら
見
る
雄
大
な
景
色
は
、初
め
て
ス
イ
ス
の
山
並
を
見
る
者

に
は
圧
倒
的
だ
。
と
は
言
っ
て
も
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
や
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で

間
近
に
迫
る
山
々
を
見
る
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
・
・
・
。
と
も
か
く
実
記
を

開
い
て
み
た
。 

山
頂
か
ら
の
豪
快
な
景
色
に
恍
惚
と
し
た
美
文
を
期
待
し
た
が 
こ
の
光
景

を
久
米
邦
武
は
、 

此
峰
頂
ヨ
リ
俯
瞰
ス
レ
ハ
、
高
峰
ハ
怒
濤
ノ
如
ク
、
低
巒
ハ
跳
波
ノ
如
ク
、

南
方
ニ
雪
色
玉
ヲ
抛
ツ
カ
如
キ
ハ
、
「
ユ
リ
」
郡
ノ
郡
嶽
ナ
リ
、(

以
下

略) 

と
、こ
れ
だ
け
し
か
書
い
て
い
な
い
。さ
す
が
の
久
米
も
言
葉
を
失
っ
た
の
か
、

得
意
の
「
○
○
○
○
ト
シ
テ
」
の
恍
惚
感
表
現
も
こ
こ
で
は
姿
を
表
さ
な
い
の

が
残
念
だ
。 

写
真
を
撮
る
よ
り
も
、
ま
ず
今
回
の
目
的
の
リ
ギ
ク
ル
ム
・
ホ
テ
ル
に
行

っ
て
み
た
。
一
行
が
宿
泊
し
た
こ
の
ホ
テ
ル
は
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
と

の
こ
と
。
念
の
た
め
受
付
で
訊
ね
て
み
た
が
、
そ
ん
な
昔
の
話
は
誰
も
知
ら

な
い
。
結
局
、
百
三
十
五
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
景
色
を
見
た
と
い
う
自
己
満
足

だ
け
で
、客
観
的
な
成
果
は
何
も
な
い
ま
ま
に
ス
イ
ス
の
初
日
は
終
わ
っ
た
。 

実
記
に
は 

是
ヨ
リ
食
堂
ニ
於
テ
、鉄
路
落
成
ノ
宴
会
ヲ
開
ク
、会
食
ノ
男
女
百
余
人
、

食
享
盛
饌
ヲ
キ
ハ
メ
、
食
間
ニ
「
ス
ピ
ー
チ
」
ア
リ
、
衆
人
ミ
ナ
器
械
師

ノ
偉
業
ヲ
称
賛
シ
、
此
席
ニ
テ
褒
賞
ノ
金
杯
ヲ
与
フ
、
四
時
ニ
至
リ
徹
宴

シ
、
竟
ニ
此
ニ
宿
ヲ
ナ
ス 

と
書
い
て
あ
る
。
大
統
領
が
海
外
か
ら
の
珍
客
と
臨
席
し
て
の
祝
宴
は
、
当

時
は
大
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
機
会
を
も
う

少
し
生
か
す
べ
き
だ
。 

 

二
日
目
、
健
脚
の
友
人
夫
妻
は
世
界
一
の
急
勾
配
の
ピ
ラ
ト
ウ
ス
へ
、
家

内
は
ス
ケ
ッ
チ
と
各
自
が
自
由
行
動
と
決
め
、
私
は
ル
ツ
ェ
ル
ン
歴
史
博
物

館
、
中
央
図
書
館
、
ウ
イ
ッ
ツ
ナ
ウ
郷
土
博
物
館
へ
と
回
る
こ
と
に
し
た
。

ど
こ
で
も
親
切
に
対
応
し
て
貰
え
た
も
の
の
、
誰
もIw

akura-M
ission

を

知
っ
て
い
な
い
。 

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
二
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
。
あ
と
十
日
間
、
実
記

は
忘
れ
て
ス
イ
ス
の
美
し
い
山
々
を
見
て
回
っ
た
。 

帰
国
し
て
驚
い
た
こ
と
に
、
中
央
図
書
館
の
館
長
か
ら
厚
い
封
筒
が
届
い

て
い
た
。
岩
倉
使
節
団
の
リ
ギ
訪
問
を
書
い
た
当
時
の
新
聞
記
事
が
入
っ
て
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い
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
手
数
を
か
け
、
古
典
フ
ォ
ン
ト
で
書
か
れ
た
ド

イ
ツ
語
を
翻
訳
し
て
頂
い
た
。
そ
の
う
ち
、
大
統
領
主
催
の
晩
餐
会
で
の
一

行
の
服
装
に
つ
い
て
の
部
分
が
特
に
興
味
深
い
。 

「
正
副
使
三
名
は
藍
色
の
式
服
と
白
色
の
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
式
服
の

襟
や
胸
は
金
色
の
刺
繍
で
豊
か
に
飾
ら
れ
、
頭
に
は

nebelspalte

（
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
帽
子
の
よ
う
な
三
角
形
の
帽
子
）
を
か
ぶ
っ
て
い
た
」 

続
い
て
ル
ツ
ェ
ル
ン
歴
史
博
物
館
か
ら
は
、
当
日
の
リ
ギ
ク
ル
ム
・
ホ
テ

ル
の
宿
泊
人
名
簿
の
コ
ピ
ー
が
届
い
た
。Iw

akoura

やK
oum

i

な
ど
の
名

前
が
あ
る
。
さ
っ
そ
く
米
欧
亜
回
覧
の
会
に
報
告
し
た
。
ど
う
や
ら
二
つ
と

も
新
発
見
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

お
礼
の
手
紙
に
は
、「
ま
だ
日
本
で
も
ス
イ
ス
で
も
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

岩
倉
使
節
団
の
話
を
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
」
と
書
い
た
。
そ
の
後
も
口
伝
え

（
メ
ー
ル
伝
え
）で
知
り
合
っ
た
ス
イ
ス
の
人
た
ち
が
増
え
た
の
が
嬉
し
い
。 

 

本
当
に
こ
の
国
の
人
は
見
ず
知
ら
ず
の
旅
行
者
に
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。
こ
ん
な
旅
を
こ
れ
か
ら
も
探
し
た
い
。 

 
 
 

 

 
 ［

追
記
］ 

 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
ウ
ィ
ッ
ツ
ナ
ウ
・
リ
ギ
鉄
道
の
祝
賀
会
は
、
ス
イ
ス
に
関
す
る
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
当
然
書
い
て
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。 

初
め
て
の
ス
イ
ス
行
き
に
備
え
て
、
書
店
で
調
べ
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、

リ
ギ
山
、
登
山
鉄
道
、
リ
ギ
ク
ル
ム
・
ホ
テ
ル
な
ど
に
関
す
る
項
目
の
中
に

岩
倉
使
節
団
に
触
れ
た
も
の
が
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
ス
イ
ス
の
登
山
鉄
道

の
本
、
ス
イ
ス
在
住
の
日
本
人
の
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
、
旅
行
社
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
も
こ
の
祝
賀
会
の
話
は
書
い
て
な
い
（
唯
一
の
例
外
と
し
て
泉

三
郎
著
「
米
欧
回
覧
・
百
二
十
年
の
旅
」（
図
書
出
版
）
を
挙
げ
る
の
が
精
一

杯
だ
）。
な
ぜ
か
？ 

 

池
田
光
雅
著
「
永
遠
の
ス
イ
ス
登
山
鉄
道
」（
東
京
書
籍
）
に
「
リ
ギ
ク

ル
ム
・
ホ
テ
ル
に
は
斉
藤
茂
吉
や
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
が
泊
ま
っ
た
」
と

書
い
て
あ
っ
た
の
で
国
会
図
書
館
で
調
べ
て
き
た
。 

『
世
界
紀
行
文
学
全
集
➅
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
編
』
に
は
大
正
か
ら
昭
和
初

期
に
ス
イ
ス
に
行
っ
た
作
家
の
随
筆
が
沢
山
載
っ
て
い
る
。 

斉
藤
茂
吉
、
武
者
小
路
実
篤
、
茅
野
雅
子
、
土
岐
善
麿
、
林
久
男
、
東
山

魁
夷
、
阿
部
次
郎
な
ど
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
旅
を
楽
し
ん
で
は
い
る
が
そ
の
中
に

も
「
実
記
」
の
引
用
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
が
使
節
団
の
世
界
一
周

の
冒
険
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
海
外
紀
行
文
が
少
な
か
っ

た
時
代
、
貴
重
な
情
報
源
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
な
ぜ
「
実
記
」
は
無
視
さ
れ

た
か
？ 

考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、 

＊
条
約
改
定
の
失
敗
の
た
め
使
節
団
に
対
す
る
評
価
が
芳
し
く
な
く
、 

「
実
記
」
の
歴
史
的
価
値
を
見
過
ご
さ
れ
た
。 

＊
当
時
の
文
壇
は
も
っ
ぱ
ら
欧
米
の
作
品
に
精
通
す
る
こ
と
に
目
を
奪
わ

れ
、
日
本
文
化
軽
視
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。 

こ
れ
は
全
く
私
の
素
人
考
え
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
分
野
に
詳
し
い
方
々
の

ご
意
見
を
伺
い
た
い
。 
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上
ニ
古
城
ヲ
欹
立
シ
タ
ル
ハ
、
天
柱
ノ
折
レ
タ
ル
カ
如
シ
、

時
ニ
ハ
高
サ
千
尺
ノ
上
ヲ
走
リ
、
谷
底
ノ
大
道
、
絲
縷
ヲ

拖
キ
、
豆
人
寸
馬
ノ
往
來
ス
ル
ヲ
ミ
ル
、 

三 

墺
國
『セ
メ
リ
ン
グ
』鐡
路
」の
巻 

２
０
０
７
年
米
欧
亜
回
覧
の
会
資
料 

 

昨
年(

二
〇
〇
六
年)

の
十
二
月
、
岩
波
文
庫
版｢

米
欧
回
覧
実
記
（
四
）」

を
片
手
に
ウ
イ
ー
ン
か
ら
セ
メ
リ
ン
グ
へ
行
っ
た
。 

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
「
セ
メ
リ
ン
グ
鉄
道
」
は
、
標
高

八
百
九
十
六
ｍ
の
セ
メ
リ
ン
グ
峠
で
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
越
え
る
。
一
八
五
四

年
七
月
開
通
当
時
に
は
「
世
界
最
高
地
点
を
通
る
鉄
道
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
丁
度
二
十
年
目
の
一
八
七
四
年
六
月
三
日
、
岩
倉
使
節
団
一
行
は
こ
こ

を
経
由
し
て
ベ
ニ
ス
か
ら
ウ
イ
ー
ン
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
久
米

邦
武
は
詳
し
く
報
告
し
て
い
る
。 

セ
メ
リ
ン
グ
は
ウ
イ
ー
ン
か
ら
約
七
〇
キ
ロ
。
ウ
イ
ー
ナ
ー
・
ノ
イ
シ
ュ

タ
ッ
ト
で
特
急
に
乗
り
換
え
、
二
時
間
の
距
離
で
あ
る
。
実
記
に
は
、 

此｢

セ
メ
リ
ン
ク｣

ノ
景
ハ
、
人
目
ヲ
聳
カ
シ
、
鐵
路
建
築
ノ
壯
ヲ
極
メ

タ
レ
ハ
、
今
日
鐵
路
ノ
勝
ハ
、
此
ヲ
第
一
ト
ナ
ス
ヘ
シ
、（
中
略
）
是

ヨ
リ
高
名
ナ
ル
山
險
ニ
カ
ヽ
ル 

と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
久
米
流
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
、
ま
る
で
黒
部
峡
谷
鉄
道
よ

り
も
厳
し
い
岩
山
が
延
々
と
続
い
て
い
る
よ
う
な
期
待
を
も
た
せ
て
く
れ
る
。 

私
た
ち
は
ウ
イ
ー
ン
を
早
朝
に
出
発
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
左
側
が
景

色
が
よ
い
と
書
い
て
あ
る
。
運
良
く
食
堂
車
で
窓
際
の
席
が
空
い
て
い
た
。

車
窓
か
ら
写
真
を
撮
り
ま
く
っ
た
。
下
の
写
真
の
中
央
、
小
高
い
山
の
上
に

小
さ
い
城
が
あ
り
、
谷
底
に
は
細
い
道
沿
い
に
数
軒
の
家
が
見
え
る
。
使
節

団
も
同
じ
景
色
で
感
激
し
た
だ
ろ
う
。 

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
乗
り
換
え
た
列
車
は
、
グ
ロ
ク
ニ
ッ
ツ
駅
辺
り
か
ら

や
っ
と
山
道
に
入
る
。
セ
メ
リ
ン
グ
到
着
時
間
ま
で
三
十
分
し
か
な
い
。
い

よ
い
よ「
奇
巖
怪
石
」

が
ご
ろ
ご
ろ
す
る
地

域
に
な
る
は
ず
だ
と

緊
張
し
た
が
、
一
向

に
そ
の
気
配
が
な
い
。 

「
笋
ヲ
束
シ
タ
ル
如

ク
、
天
ニ
向
ヒ
テ
攅

立
シ
」
た
岩
山
は
一

向
に
見
当
た
ら
な
い
。

線
路
は
「
時
ニ
ハ
規

ノ
如
ク
回
リ
、
時
ニ

ハ
弓
ノ
如
ク
彎
シ
」

と
書
い
て
あ
る
と
お

り
、
山
裾
を
縫
う
よ

う
に
走
っ
て
い
る
。

始
め
の
う
ち
は
低
い

雲
が
か
か
っ
て
い
た

が
、
高
度
が
上
が
る
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に
従
っ
て
、「
雲
ヲ
渡
ル
ノ
廊
ヲ
走
ル
」
気
分
に
な
る
。
冒
頭
の
写
真
の
よ
う

に
、
な
だ
ら
か
な
風
景
が
続
く
。
景
色
は
確
か
に
綺
麗
で
、
世
界
遺
産
に
な

っ
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。
も
う
一
度
岩
波
文
庫
で
確
か
め
て
み
た
。 

凛
森
乎
ト
シ
テ
、
鐵
路
ノ
前
後
ニ
錯
立
シ
、
面
面
ノ
峯
頂
、
一
ト
シ
テ

險
危
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、
峻
抜
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ 

は
オ
ー
バ
ー
な
表
現
だ
な
、
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
セ
メ
リ
ン
グ
に
到
着
し

て
し
ま
う
。何
か
拍
子
抜
け
し
た
よ
う
な
印
象
だ
。一
体
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
？ 

 

考
え
ら
れ
る
理
由
は
三
つ
く
ら
い
あ
る
。 

（
１
）
奇
岩
怪
石
の
地
帯
は
、
セ
メ
リ
ン
グ
駅
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た
反

対
側
（
ウ
イ
ー
ン
か
ら
来
る
と
ト
ン
ネ
ル
の
先
）
で
あ
る
可
能
性
。 

実
記
に
は
と
き
ど
き
こ
の
類
の
間
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
の
は
グ
ロ
ク
ニ
ッ
ツ
駅
か
ら
セ
メ
リ
ン
グ
ま
で
で
あ
る
。
実

際
に
見
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
仮
定
は
成
立
し
そ
う
に
な
い
。 

（
２
）
一
行
は
難
工
事
の
終
わ
っ
た
二
十
年
後
に
こ
こ
を
通
っ
て
い
る
。
工

事
の
結
果
、
至
る
と
こ
ろ
に
地
盤
の
岩
肌
が
露
出
し
て
「
岩
間
ニ
踈

踈
樹
鬛
ヲ
生
ズ
」
状
態
だ
っ
た
が
、
百
三
十
年
後
の
今
日
で
は
、
樹

木
に
覆
わ
れ
た
穏
や
か
な
景
色
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
は
充
分
考
え
ら
れ
る
要
素
だ
。
し
か
し
、
そ
の
分
を
割
り
引
い
て
も

過
剰
な
表
現
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
世
界
遺
産
の
対
象
と
な
っ
た
石

橋
は
今
で
も
そ
の
ま
ま
の
姿
だ
が
、い
く
ら
調
べ
て
も
二
層
ま
で
し
か
な
い
。

「
弧
形
ノ
柱
ハ
、
三
層
四
層
ニ
累
架
シ
」
は
、
数
字
に
常
に
正
確
な
久
米
邦

武
ら
し
く
な
い
。
そ
う
思
っ
て
み
る
と
、「
上
ニ
古
城
ヲ
欹
立
シ
タ
ル
ハ
、
天

柱
ノ
折
レ
タ
ル
カ
如
シ
」
は
如
何
に
も
過
激
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

（
３
） 

車
中
、
久
米
邦
武
は
居
眠
り
を
し
て
し
ま
い
、
実
際
に
は
見
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
が
私
の
仮
説
で
あ
る
。 

久
米
さ
ん
だ
っ
て
人
の
子
だ
。
連
日
の
疲
れ
か
ら
、
長
旅
の
車
中
で
は
気

が
緩
ん
で
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 

読
み
直
す
と
，
セ
メ
リ
ン
グ
鉄
道
の
表
現
は
気
に
な
る
部
分
が
多
い
。 

そ
も
そ
も
風
景
描
写
は
紀
行
文
と
し
て
は
余
り
に
も
美
文
過
ぎ
て
お
り
、

練
り
に
練
っ
た
文
体
は
何
か
自
己
陶
酔
的
な
印
象
さ
え
与
え
る
も
の
だ
。「
臥

龍
ノ
頷
」「
雙
虎
ノ
踞
」「
靈
犀
ノ
燃
ル
」
な
ど
漢
学
者
な
ら
で
は
の
表
現
も

あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
何
か
迫
力
に
欠
け
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
団
員

の
中
の
誰
か
が
書
い
た
原
文
に
、
久
米
邦
武
が
銅
版
画
の
素
材
と
な
っ
た
絵

を
見
な
が
ら
味
つ
け
を
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

駅
で
は
、
ま
ず
実
記
に
銅
版
画
の
あ
る
ト
ン
ネ
ル
の
写
真
を
撮
っ
た
。 

「
洞
口
（
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
）
ノ
一
驛
、
人
家
六
七
戸
ア
リ
」
と
書
い
て

あ
る
が
、
駅
舎
の
他
は
何
も
な
く
人
家
ら
し
い
も
の
は
全
く
見
え
な
い
。
運

良
く
通
り
か
か
っ
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
街
ま
で
行
っ
て
み
た
。
数
軒
の
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
が
あ
る
だ
け
で
、
若
い
ス
キ
ー
客
が
何
人
か
バ
ス
を
待
っ
て
い

る
。人
影
の
な
い
小
さ
い
街
の
写
真
を
撮
り
、一
時
間
ほ
ど
で
引
き
上
げ
た
。 

帰
路
は
急
行
を
避
け
て
鈍
行
に
し
た
。
無
人
駅
を
の
ん
び
り
停
ま
っ
て
行

く
ほ
う
が
気
分
が
よ
い
。
ど
う
や
ら
こ
っ
ち
が
正
解
ら
し
い
。 
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写真はRalston Hall の正面。1868 年に建てた邸がその
ままの姿で残っている。現在、国の歴史的記念建造物
(National Historic Landmark)の指定を受けている。 

四 

久
米
邦
武 

追
っ
か
け
の
旅 

（サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
巻
） 

米
欧
亜
回
覧
の
会
「
実
記
を
読
む
会
」2008.09.11 

 
 

(

一) 

ラ
ル
ス
ト
ン･

ホ
ー
ル 

丁
度
一
カ
月
前
、
仕
事
の
関
係
で
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
へ
一
週
間
ほ
ど
出
か

け
た
。
合
間
に
一
日
余
裕
が
と
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
例
に
よ
っ
て
実
記
第

一
巻
を
鞄
の
中
に
忍
ば
せ
て
お
い
た
。
事
前
に
計
画
を
た
て
る
時
間
が
全
く

と
れ
な
か
っ
た
の
で
、
往
き
の
機
内
で
第
三
章
と
第
四
章
の
「
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
市
の
記
」(

上
下)

を
読
ん
だ
。
一
九
七
〇
年
代
に
サ
ン
ノ
セ
に
約
七

年
間
住
ん
で
い
た
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
東
京
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
は
百

二
十
回
く
ら
い
往
復
し
て
い
た
が
、実
記
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
か
ら
は
、

初
め
て
の
旅
で
あ
る
。
岩
倉
使
節
団
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
場
所
が
山
ほ

ど
あ
る
。
三
十
年
前
に
訪
問
さ
れ
た
泉(

三
郎)

さ
ん
の
お
勧
め
も
あ
っ
て
、

何
は
と
も
あ
れR

alston H
all

に
行
く
こ
と
に
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
現
在
は
Ｎ
Ｄ
Ｎ
Ｕ(N

otre D
am

e de 

N
am

ur U
niversity)

の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
あ
り
、
ア
ド
レ
ス
は 1500 

R
alston A

venue

と
分
か
っ
た
。 

空
港
か
らS

an Jose

へ
向
か
う
途
中

に
あ
るR

alston A
venue

は
見
覚
え
が
あ
っ
た
の
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
出
か
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
実
記
に
は
鉄
道
で

B
elm

ont

に
行
っ
た
と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て
気
が
変
わ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
か
らC

altrain

で
三
十
五
分
、
運
賃
四
ド
ル
だ
か
ら
安
く
て
よ
い
。

こ
の
路
線
は
当
時
のS

outhern P
acific 

鉄
道
が
建
設
し
た
も
の
。 

   B
elm

ont

駅
か

ら
使
節
団
は
迎
え
の

馬
車
で
行
っ
た
そ
う

だ
が
、
私
は
タ
ク
シ

ー
を
拾
う
こ
と
に
し

た
。
そ
れ
が
誤
算
だ

っ
た
。
閑
散
と
し
た

無
人
駅
で
降
り
た
が

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が

な
い
。
炎
天
下
、
よ

う
や
く
一
台
み
つ
け

た
が
、
わ
ず
か
二
キ

ロ
程
先
の
Ｎ
Ｄ
Ｎ
Ｕ

は
知
ら
な
い
と
運
転
手
が
言
う
。

な
ん
と
か
大
学
の
入
り
口
に
辿
り
着
い
た
が
今
度
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
迷

う
。
二
十
分
く
ら
い
探
し
回
っ
てR

alston H
all

に
着
い
た
と
き
に
は
十
五

ド
ル
に
な
っ
て
い
た
。 

   

玄
関
の
と
こ
ろ
に
「
自
由
に
お
入
り
下
さ
い
」
と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て

そ
の
ま
ま
入
っ
て
驚
い
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、R

alston

氏
が
夏

の
別
荘
と
し
て
作
ら
せ
た
と
い
う
豪
華
絢
爛
た
る
内
装
の
部
屋
が
続
い
て
い

る
。大
広
間
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
鏡
の
間
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
の
こ
と
。 

  

入
っ
て
行
く
と
誰
も
が
実
に
愛
想
が
よ
い
。
廊
下
で
す
れ
違
う
と
必
ず
声
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室内の調度品はほとんど当時のままとの事。岩倉使節団

の人たちはどんな思いでどこに誰が座ったのだろう。 

を
か
け
て
こ
の
建
屋
の
由
来
な
ど
を
話
し
て
く
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
ア

メ
リ
カ
へ
初
出
張
し
た
と
き
に
接
し
た
「
古
き
良
き
ア
メ
リ
カ
」
を
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
る
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
、
も
は
や
全
く
経
験
す
る
こ
と
の

な
い
雰
囲
気
だ
。   

   

実
記
に
よ
る
と R

alston

氏
は
一
行
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
入
り
し
て

か
ら
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
へ
向
け
て
出
発
す
る
ま
で
の
間
、
使
節
団
歓
迎
の
市
側

の
主
要
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
一
行
を
二
度
に
わ
た
っ
て
こ
こ
に
招
待
し

た
。
全
員
、
ア
メ
リ
カ
の
超
富
豪
の
邸
を
見
せ
ら
れ
て
度
肝
を
抜
か
れ
て
し

ま
っ
た
に
違
い
な
い
。 

（二
）ウ
ー
ド
ワ
ル
ト
公
苑 

  

実
記
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
読
む
と
、「
ウ
ー
ド
ワ
ル
ト
公
苑
」
と
い
う

名
前
が
あ
る
。
動
物
園
、
植
物
園
、
博
物
館
、
絵
画
館
な
ど
揃
っ
た
レ
ジ
ャ

ー
施
設
で
、
市
内
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
場
所
ら
し
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
観
光
地
な
ら
大
体
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
私
に
も
、
全
く
初
耳
の

名
前
で
あ
る
。「
実
記
を
片
手
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
探
訪
」
を
す
る
以
上
、

こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

   

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
分
か
ら
な
い
。「『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
学
際
的
研
究
」

の
地
名
索
引
ｐ
14
に
「W

ood-w
ild P

ark

」
と
出
て
い
る
し
、
ｐ
２
２
８

に
は
「B

oulevard

」
で
は
な
い
か
、
と
も
書
い
て
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
あ
ち
こ
ち
へ
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
い
た
ら
、W

oodw
ard R

estaurant

と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ペ
ー
ジ
に
ぶ
つ
か
っ
た
。 

 

そ
こ
に
「W

oodw
ard’s G

arden A
m

usem
ent P

ark

が
一
八
六
六
年
か

ら
一
八
九
一
年
ま
で
こ
こ
に

あ
っ
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
最
初
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
っ
た
そ

う
だ
。
こ
ん
な
公
園
が
あ
っ
た

の
か
と
納
得
し
た
。
次
の
機
会 

に
は
是
非
と
も
こ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
出
か
け
た
い
と
思
う
。 

 

上はインターネットから Copy & Paste
アドレスは 1700 Mission St. 
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（三
）ク
リ
フ
ハ
ウ
ス 

実
記
百
三
頁
に
「
府
中
ノ
美
観
ハ
、
已
ニ
前
ニ
記
述
セ
ル
、『
ウ
ー
ド
ワ
ル

ト
公
苑
』、『
ク
リ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
』
等
ナ
リ
」
と
あ
る
。 

ｐ
94
の
銅
版
画(
左
下)

を
見
れ
ば
こ
れ
が
「
ク
リ
フ
ハ
ウ
ス
」
で
あ
る
こ
と

は
す
ぐ
分
か
る
。 

  

当
時
、
こ
の
二
カ
所
が
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

現
代
な
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
橋
、P

ier39

、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
な
ど
遥
か

に
多
彩
で
あ
る
。
最
近
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
も
ほ
と
ん
ど
書
い
て
な
い
か

ら
、
日
本
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ

人
は
少
な
い
と
思
う
。
私
の
記
憶
で

は
、
三
十
年
く
ら
い
前
に
会
社
の
上

司
を
ご
案
内
し
て
以
来
行
っ
て
い
な

い
。
パ
ロ
ア
ル
ト
で
の
仕
事
が
終
わ

り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
移
動
す

る
道
筋
か
ら
少
し
寄
り
道
を
し
て
、

久
し
ぶ
り
に
行
っ
て
み
た
。 

 

久
米
さ
ん
は
こ
の
風
景
を
恍
惚
感
溢
れ
る
描
写
を
し
て
い
る
が
、「
北
に
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
の
風
景
が
眼
下
に
あ
り
・
・
・
」
と
は
明
ら
か
に
フ
ラ

イ
ン
グ
。
ク
リ
フ
ハ
ウ
ス
は
半
島
の
西
に
面
し
て
お
り
、
目
の
前
に
は
大
海

原
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
は
見
え
な
い
。 

実
記
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
多
分
ク
リ
フ
ハ
ウ
ス
か
ら
市
内
に
戻
る
途

中
、
半
島
の
北
側
の
崖
っ
ぷ
ち
の
道
を
通
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
を
見
下

ろ
す
道
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
こ
で
見
た
豪
快
な
景
色
の
印

象
が
余
り
に
も
強
く
、
二
つ
の
光
景
が
一
緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
勝
手
な
仮
説
の
是
非
を
決
定
す
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

実
は
、
私
は
ク
リ
フ
ハ
ウ
ス
か
ら
、
こ
の
ル
ー
ト
を
通
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
見
下
ろ
す
地
点
に
立
っ
て

い
る
咸
臨
丸
の
記
念
碑
を
改
め
て
見
た
か
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
借
り
切

っ
て
い
た
小
型
バ
ス
は
こ
の
細
い
道
を
通
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
の

事
で
断
念
し
た
。 

改
め
て
実
記
の
銅
版
画
を
見
る
と
、
ク
リ
フ
ハ
ウ
ス
は
近
代
的
な
印
象
を
受

け
る
。 

現
代
の
も
の
と
も
良
く
似
て
い
る
。 

そ
の
後
入
手
し
たJam

es S
m

ith

著
のS

an F
rancisco’s L

ost L
and 

M
arks

と
い
う
本
に
よ
る
と
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
唯
一
の
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
で
て
い
る
沢
山
の
歴
史
的
な
写
真
が
面
白
い
。 

一
八
五
八
年
に
沈
没
船
の
材
料
で
建
て
ら
れ
た
が
、
以
後
火
災
に
よ
る
消

失
、 

再
建
と
改
築
と
を
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
繰
り
返
し
て
現
在
の
も
の
に
な

っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
使
節
団
が
訪
問
し
た
と
き
の
建
物
は
一
八
六
八
年
に

改
築
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
一
八
八
三
年
、
大
量
の
爆
薬
を
積
ん
だ
船
の
座
礁

に
よ
る
事
故
で
消
失
。
そ
の
後
七
階
建
て
の
巨
大
な
建
物
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
が
こ
れ
も
火
事
に
あ
う
と
い
う
悲
劇
の
連
続
に
遭
遇
し
て
い
る
。
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（四
）「ガ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
」 

  
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
一
行
の

宿
泊
先
は
、
実
記
に
「
ガ
ラ
ン
ト
ホ

テ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
泰
使
欧

米
日
記
」
に
は
人
数
が
多
い
の
で
、

文
部
省
関
係
者
と
生
徒
は
「
オ
キ
シ

テ
ン
タ
ー
ル
ホ
テ
ル
」、司
法
省
関
係

者
は
「
レ
ッ
キ
ハ
ウ
ス
ホ
テ
ル
」
と

３
カ
所
に
分
宿
し
た
と
書
い
て
あ
る

（
久
米
邦
武
文
書
・
三
ｐ
20
）。
三

つ
と
も
一
九
〇
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
大
地
震
で
消
滅
し
現
存
し
な
い
。G

rand H
otel

の
場
所
は
宮
永
孝

著
「
ア
メ
リ
カ
の
岩
倉
使
節
団
」
ｐ
34-

38
に
、New

 M
ontgom

ery A
ve

。

とM
arket S

treet

と
の
南
東
の
角
でS

heraton P
alace H

otel

に
隣
接

し
て
い
る
、
と
書
い
て
あ
る
。
朝
食
を
食
べ
に
出
た
つ
い
で
に
行
っ
て
み
た

が
、B

ank of A
m

erica

の
ビ
ル
が
あ
る
繁
華
街
で
、
写
真
を
撮
る
気
に
も

な
ら
な
か
っ
た
。 

 

念
の
た
め
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
歴
史
的
な
写
真
を
探
し
て
い
た
ら
、Ｕ
Ｃ

Ｂ(U
niversity of C

alifornia, B
erkley)

の
有
名
な
Ｏ
Ａ
Ｃ (O

nline 

A
rchive of C

alifornia)

と
い
う
サ
イ
ト 

に
三
十
万
枚
も
の
写
真
が
公
開

さ
れ
て
い
る
事
を
発
見
し
た
。
右
の
写
真
は
そ
の
中
の
一
枚
。 

 

五 

「
久
米
邦
武 

追
っ
か
け
の
旅
」
あ
と
が
き 

     

「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」
の
会
員
に
な
っ
て
以
来
、「
米
欧
回
覧
実
記
」

の
一
冊
を
旅
行
カ
バ
ン
に
忍
ば
せ
て
出
か
け
る
の
が
習
慣
に
な
っ
た
。 

こ
こ
に
ご
紹
介
し
た
四
編
、 

[

一]   

威
尼
西

ヴ
ェ
ネ
チ
ア

の
巻 

 
 

[

二]  

実
記
を
片
手
に
リ
ギ
山
へ 

[

三] 
 

墺
國
『
セ
メ
リ
ン
グ
』
鐡
路
」
の
巻 

[

四] 
 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
巻 

は
い
ず
れ
も
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
も
の
を
、

改
め
て
縮
小
再
編
集
と
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る([1]

は
原
文
の
ま
ま
）。 

原
稿
の
最
初
の
発
表
方
法
が
、
企
業
Ｏ
Ｂ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
８
０
０
字
文
学
館

用
資
料
や
「
実
記
を
読
む
会
」
の
発
表
資
料
な
ど
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
書

き
方
や
ス
タ
イ
ル
、
分
量
な
ど
統
一
を
欠
い
て
い
る
が
ご
勘
弁
頂
き
た
い
。 

な
お
、
そ
の
後
も
同
様
な
旅
を
続
け
て
い
る
が
、 

[

五] 

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
山
水
の
記
」
の
巻 

[

六] 

巴
里
の
街
角
か
ら 

は
今
回
は
省
略
し
た
。 

 

「実
記
」は
理
屈
抜
き
に
面
白
い
。
何
回
読
ん
で
も
新
発
見
が
あ
る
。
歴
史
に

疎
い
私
に
は
、
こ
れ
は
久
米
邦
武
の
人
物
像
に
関
心
を
持
っ
た
出
発
点
で
あ
る
。

そ
ん
な
動
機
で
始
め
た
「久
米
邦
武 

追
っ
か
け
の
旅
」を
こ
れ
か
ら
も
続
け
る

つ
も
り
で
あ
る
。 


